
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群
の
資
源
評
価
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
（
対
馬
暖
流
系
群
）
は
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
管
理
目
標
に
つ
い
て
は
、
国
の
水
産
資

源
研
究
所
が
関
係
府
県
と
共
同
し
て
行
う
資
源

評
価
結
果
を
基
に
提
案
が
な
さ
れ
ま
す
。
最
新
の

資
源
評
価
結
果
は
令
和
三
年
九
月
に
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群
に
つ
い
て 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
日
本
周
辺
に
広
く
分
布

し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
東
シ
ナ
海
か
ら
日
本
海
側

に
分
布
す
る
群
を
対
馬
暖
流
系
群
と
称
し
、
沿
岸

域
か
ら
沖
合
域
に
か
け
て
広
範
囲
に
分
布
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

漁
業
の
状
況
に
つ
い
て 

本
系
群
の
成
魚
は
、
日
本
海
北
区
で
は
定
置
網
、

日
本
海
西
区
で
は
大
中
型
ま
き
網
・
中
型
ま
き

網
・
定
置
網
、
東
シ
ナ
海
区
で
は
中
型
ま
き
網
が

漁
獲
の
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
仔
魚
は

主
に
熊
本
県
や
鹿
児
島
県
の
沿
岸
域
に
お
い
て
、

シ
ラ
ス
漁
業
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
系
群
の
シ
ラ
ス
を
除
い
た
漁
獲
量
は
、
一
九

九
七
年
を
除
い
て
一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇
年
に

は
十
万
ト
ン
を
超
え
て
い
た
も
の
の
、
二
〇
〇
一

年
に
急
減
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
～
二

〇
〇
八
年
に
か
け
て
再
び
九
万
ト
ン
を
超
え
る

ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
再
び

急
減
し
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
四
～
六
万
ト
ン
の
範

囲
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
な
お
、
漁
獲

量
の
変
動
は
、
本
県
を
含
む
「
東
シ
ナ
海
区
」
よ

り
も
「
日
本
海
西
区
」
で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

           

 

ま
た
、
本
系
群
の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
五
年
前
後
に
一
万
ト
ン
近
く
ま
で
増
加

し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
二
〇
二
〇
年
の
漁
獲
量
は
〇
・
四
万
ト
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

対
馬
暖
流
域
に
分
布
す
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

図１．対馬暖流系群の分布域 

（水産研究・教育機構より） 

図２．海区別漁獲量 

（水産研究・教育機構より） 



は
韓
国
及
び
中
国
で
も
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓

国
の
漁
獲
量
は
、
近
年
二
〇
万
ト
ン
前
後
で
推
移

し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
の
漁
獲
量
は
二
二
万
ト

ン
で
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
よ
る
漁
獲
量
は
日
本

や
韓
国
よ
り
多
く
、
直
近
で
デ
ー
タ
が
利
用
可
能

な
二
〇
一
九
年
の
漁
獲
量
は
六
三
万
ト
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

資
源
の
状
態
に
つ
い
て 

令
和
二
年
度
ま
で
、
本
系
群
で
は
シ
ラ
ス
の
漁

獲
量
を
含
め
て
資
源
評
価
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
シ
ラ
ス
を
含
め
て
い
な
い
太
平
洋
系
群
と
整

合
性
を
図
る
と
の
理
由
か
ら
、
令
和
三
年
度
か
ら

基
本
的
に
は
シ
ラ
ス
を
含
め
ず
に
資
源
評
価
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
系
群
の
資
源
量
は
、
一
九
九
八
年
に
四
二
・

六
万
ト
ン
と
最
高
値
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

減
少
に
転
じ
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
五
年
は
一
九

万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に

三
〇
・
二
万
ト
ン
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
以
降

は
緩
や
か
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
は

一
二
・
七
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。 

            

 

将
来
の
漁
獲
量
に
つ
い
て 

こ
こ
ま
で
、
本
系
群
の
ベ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
資
源

評
価
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
シ

ラ
ス
の
漁
獲
あ
る
い
は
韓
国
の
漁
獲
を
考
慮
す

る
か
否
か
な
ど
、
資
源
評
価
を
行
う
う
え
で
議
論

す
べ
き
事
項
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
本

系
群
で
は
、
異
な
る
条
件
設
定
の
七
つ
の
漁
獲
シ

ナ
リ
オ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

七
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の

う
ち
、
シ
ラ
ス
を
含
め

な
い
ベ
ー
ス
ケ
ー
ス
で

は
、
二
〇
二
二
年
か
ら

Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
と
な
っ
た

場
合
、
二
〇
二
〇
年
の

漁
獲
量
四
・
六
万
ト
ン

に
対
し
て
、
安
全
性
を

考
慮
し
た
う
え
で
将
来

期
待
さ
れ
る
平
均
的
な

漁
獲
量
は
、
二
〇
二
二

年
に
一
度
減
ら
し
た
後

に
、
五
・
一
万
ト
ン
前

後
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
４
）。 

 
 
 
 

 

お
わ
り
に 

 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群
は
、
漁
業
者

や
関
係
者
が
自
由
に
参
加
出
来
る
資
源
管
理
方

針
に
関
す
る
検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会

議
）
の
第
一
回
目
が
令
和
四
年
三
月
三
日
に
開
催

さ
れ
、
資
源
評
価
結
果
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
四
年
度
中
に
第
二
回
目
の

検
討
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
わ
が
国
周
辺
の
水
産
資
源
の
現
状
を
知
る
た
め
に 

（h
ttp

://a
b

ch
a
n

.fra
.g

o
.jp

/in
d

e
x
.h

tm
l

）） 

※
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
対
馬
暖

流
系
群
の
資
源
評
価 
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図３．資源量と漁獲割合の推定結果 

（水産研究・教育機構より） 

図４．将来の漁獲量（水産研究・教育機構より） 

単位：千トン 


